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1.展 望
1)情 報 の流 通(1960年代 の科 学 技術 の 一特 徴)
1960年代 後半 か ら全 世界 に 「科 学 技術情 報 の 漁 ～≦pD塚 新が起 こ った。 それ は 「高 速電 子 計算機 」 の進
歩 に よ って文献 資料 と くに学術 論 文 の迅 速 な検 索が 可能 にな った た めで,そ れ は社 会 に大 きな イ ンパ ク ト
を与 え る出 来事 で あ った。 まず この頃 か ら世界 各国 はあ げて科 業技 術情 報 セ ンター(日本 ではJICST)
を設 立 し,ま た 従前,図 書 雑訪 の 集積 と保 存 を主業 務 と し.た図 魯館 が 「機 械化 」の 名 で学 術雑 誌 のみ な ら
ず書 籍 まで含 め た検 索 シス テムの確 立 に努 力 す るよ うに な った。
英 国 は女王 の名 で デ イ ン トン卿 を長 とfる 改 革委 員 会 に よる図 霞館 の改 革 を行 い,米 国 も議 会 図轡館 が
LC--MARKで 知 られ る刊行 物 の デ ータベ ～ ス化 を行 い,さ らに米 国化 学 会 は科 学論 文 要 旨(ケ ミカル
アブ ス トラクツCAS)の 機 械処 理 を推 進 した。 この頃 か ら世 は情 報化 時代 とされ,こ れ に伴 って 「高
速電 子 計算 機 」 の呼称 は コ ンピ ュー ターが 一般 とな ワ,ま た コ ン ピ ュー ター周 辺の 人 々が ヒゲ とラフな服
装 で フ ァッシ ョ ンの先 端 者 の イメ ー ジ を確 立 した。
2)デ ー タベ ース形 成 とその ネ ッ トワー ク化(1970年代 の進展)
1970年代 に入 ると文 献 資料 に加 え て数値 や物 性 の情 報 すなわ ちフ ァク ト情 報 まで含 めた 科学 技術情 報 の
機 械 可読 デー タペ ー スの構 築が進 み,ま た国 を超 え,分 野 を超 え,ま た文献 とフ ァク トの 区別 を超 えた情
報処 理 シス テムの 展開 とそのネ ッ トワー ク化 が進 む こ ととな った。 これ もコン ピュー ター の演 算速度 と記
憶 容量 の進 歩 に よ って初 め て可 能 とな った こ とであ る。か くてCASは600万 に及 ぷ 化 合物 の登録 番 号付 け
を了 え,名 称 と構造 式 と構 造 図形 の 相互 変 換 を1974年に完 成 した。特 許情 報,経 済情 報 等 々の デー タペ ー
ス化 とその 連結 も全世 界規 模 で始 ま り,情 報企 業 も誕 生 した。
我 々 も1972年に東大 大型 計 算機 セ ンター の応 援 で 山本毅 雄,根 岸 正光,岡 部建 次氏 らに よ り日本 分析 化
学 会誌 の デー タペ ー ス化 とその オ ン ラ イン検索 シス テ ムTSIRを つ く り,つ づい てCASを 対 象 とす る
全 国利用 のTOOL-iRシ ステ ム をつ くった。 これ らは我 が国 にお け るオ ン ライ ン方 式 に よ る情 報 サー
ビスの噛 矢 で あ ろ う。 つい でJICSTも 」OISシ ス テム をつ く り,こ の間文 部 省の 科学 研 究 費に よ る
情 報科学 関連 の 特 定研 究 が全 国 レペ ル での 研究 者 の協 同研 究 を振 興 した。
3)知 識 べ 一 ス(1980年代 後 半の 展 開)
以 上 の経過 に よ って,文 献 情 報 や フ ァク ト情 報 の デ ー タペ ー スか らユー ザ ーが所 望の 情 報 を抽 出す るこ
と,す なわ ち情 報 ユ ーザ ー への オ ンライ ンサ ー ビスが可 能 とな った。 さて,そ れ で は1980年代 後 半の今,
何 が お ころ う と して い るか をか ん が え る と,そ れ は情 報 の知 識 化 で あ ろ うと思 われ る。 これ を知 識 ペ ー ス,
頭脳 べ 一 スの構 築 とい って もよい。 この時 代 の到 来 を1980年代 の初 頭 にい ちはや く北川 敏 男九 大名 誉 教授
(現富 士通 国際情 報 社 会科 学 研究所 会 長)は ブ レ インウエ ア(brainware)とい う言葉 で提 示 され,そ れが
ハ ー ドウエ ア・ ソ フ トウエ ア に並 ぶ将 来の 課題 の 一 つ とな ろ うと指 摘 され た。
こ こで知 識 と情 報 の区 別 を少 し述 べ て み たい。 それ は,次 の 例 で うかが い得 よ う。 化学 情 報の デ ー タベ
ース か ら分 子設 計 や ドラ ッグ デザ イ ン に役 立 つ個 報 を得 るに はrた だ そ こに含 まれ た情 報 を よせ 集 め るだ
けで は足 りな くて,得 られ る情 報(の 要 素)に 推 論 や満繹 を加 える こ とが 必 要 であ る。 そ して,そ の際 に
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必 要 な作業 をす るの が知脳 であ り,ま た は人工知 脳 で あ り,さ らに こ うして得 られ た もの が知 識 であ る。
科 学技 術の 世界 で は,情 報の プー タベ ー スか ら頭脳 や人 工知脳 の助 け をか りて有 用 な 「知 識 」 を得 る こ と
が これ か らの展 開 であ'/aそれ をどの よ うに体 系 化 してゆ くかが課題 であ ろう。
日本 学術 会議 は昨1985年の改 組 で,学 問 分野 の ・…つ として新 た に 「情 報学」研 究連絡 委 員会 をつ くった。
これ は私見 を もってすれ ば 上の よ うな意味 で,数 理 科学,情 報 工学,伝 統 の物理,化 学,生 物,そ の他 の
諸 科学 を基 盤 として知 識 の形成 をはか る学 的 活動 を一 つの専 門分野 と して認 めた もの と考 え られ よう。
2.知 識ベ ース の局所 性
と ころで知 識 は専 門 に立脚 し,地 域 と密着 ずる こ とが また必須 で あ る。情 報や その デー タペ ースが有 用
な るため に は内 容 が普辺 共 同性 を もた ねば な らないが,同 時 に それ は地域性,専 門 性 を備 え てい るこ とが
求 め られ るの で あ る。
例 として簑 者が 協力 者 と共 に先年 来 かか わ ってい る科学 技術 の基本 「月語 の策定 につい て述べ てみ たい。
我々 は用語 にお いて何 を基 本 とす る かの 目安 としr出 現 頻度 を考 え る ことと し,そ れ を規 制語 と自由語の
双 方 につ いて考 え るこ と とした。 まず,規 制 語 こ'は伐が国 の学界 が 数 百年 努力 して選 定 した25の専門 分野
の学 術 用語,総 数10万語 か ら,2部 門以 上の 専門 で用 い られ る用 語2万 を選 び,こ れ をさ らに個人的 な判
断 で重 要性 を考 えて5千 語 に した。 これ は多分 野 に共通 に用 い られ る とい う意味 で一…応 基本 用語 とよび う
る もの と 言え よ う。 また 自由語 で はs約60万 篇 の掌術 論 文の キー ワー ドa千 万語 を,$Qの専門小 セ クシ ョ
ンご とに出現頻 度 を調 べ,各 セ クシ ョンに つい ての上 位出現 語200を集 拝1した1万6千 藷 を探 り上 げ,こ れ
を さ らに解 析 して数百 に縮 小 し,先 の 学術用 語 中の 多分 野出現 語 と合 体 させ,か くて得 られ た もの を科 学
学 術 基本用 語 と した。 筆者 らは これ を,現 在 日,英,独,仏,西 語 に対 訳 する作 業 を進 め てい るが,こ の
作業 の過 程 で得 られ る情 報 は正 し く個 別分野 別 の特性 を示唆 す る有 益 な知 識 であ る感 が 深い。先 に述 べ た
科 学 情報 か ら分子 設計 に進 む過 程 で も全 く同様 の感 想が あ る。 例 え ば,化 合物 の構造 部 分の組 合せ は無限
の 多数 にの ぼ るが,実 在 す る化 合物 が何故 有限 の 数百万 に限定 され るのか,そ の根拠,知 見の体 系 が化学
で あ ワ知 識 であ ろ う。 この よ うに してみ れば,情 報の要 素 か ら知識 が生 まれ る経過 には頭脳 と知 識の 力 を
必 要 とす る こ とが 多数 あ るの で あ りこの よ うな知脳 の働 きを生 むには,局 所 性,専 門 性の芽 で明 確 に限定
され る目的 が必 要 であ ワ,こ う して得 られ た知 識ペ ー ス こそ情 報 社会 が今 後社 会 に約 束 す る果実 とな る も
の で あろ う。
3.科 学 技 術情 報 フ ォー ラム,知 識情 報研 究所
情 報 デー タベ ー ス に集約 され,さ らに それ が ネ ッ トワー ク化 され て地 域 を超 え分野 を超 えて活 用 され る
こ とが当 代の重 要 事で あ る と冒頭 に述 べ た。 そ して,さ らにこ う して アクセス され た情 報が地 域 な り,分
野 に密着 した形 でf明 確 な 目的 意識 の も とで有用 な知 識 に育 て られ るこ とが必 要 であ る こ と も,以 上述 べ
た通 りで あ る。
そ こで 以上 の ことが 有効 適 切 に機 能 す るた めには,も う一 つ必要 な要 素があ る。 それ は情 報 を知 識 を高へ
め る 「知脳 」 が働 く場 で あ る。 それ は,情 報の所 在 を示 し,内 容,品 質 をデ ィスプ レーす る場 であ り,そ
れ を荷な う仲 介者 で あ る。 た とえば 日本 産業 技術 振興 協会 は定 期的 に フ ォー ラムを開 催 して国の 内外 に お
け る先端 科学 技術 の現 状 の紹 介 につ とめ てお られ る。 我 々 は,学 校 法人 神奈川 大学 に附 置の知 識情 報 研究
所 を設立 した。 これ も協 会の フォー ラム と同様 の趣 旨で活 動 をす すめ る予定で あ る。 元 来,大 学 は社 会 に
対 し,知 識情 報 源 と それ を求 め る社会 との仲介者 の機 能 を果 た す存 在 であ る。 時 代 と共 に大 学 は専門 に分
科 し,社 会 もまた分科 し,知 識情 報の 全体 を総 合的 に把 握 して,ソ ー スとニーズ を結 ん で有 効利 用 をはか
る機 能 が やや もすれ ば一 見 失われ る傾 向 が出 て きた。 逆 にい えば,こ の機能 をあ らため て見直 し,そ れ を
果 た す機 関 が必 要 であ り,ま たそれ を強 化 する こ とが 国 に とって も企 業体 に とって も将来 の科学 技術 祉会
での生 存 と発展 をはか るカギ とな ろ う。 二
〈財 〉 日 本 産 楽 技 術 振 輿 協 会{JITAニ ュー スll986N。81」か ち転 載
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